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liP fro車椅子バスケットボールに関しては,競技者の最 心理状態を検討するために 
取状況 6',食生活7'外傷 ･障害発生 8'等,主として を実施した｡ 
身体機能に関る側面からの検討が報告されている｡





て心理状態を検討し, 競技者の精神的健康との関係 2)1' (いた1 3｡この質問紙は 6つの因子 緊張,抑うつ,
が報告されている9)｡ 内田らは,心理的競技能力 怒り,活動性,疲労,情緒混乱)の下位項目である 
Niaる研究では eofModS s(Pttaeol丘Pro OMS)を用い retall'
56DI A)を測定し,スポーツ経験年数,スポーツ の形容詞から構成されている｡





の検討が必要であることが指摘されている｡ また, (3) 怒 り…他人に向かう怒りや敵意のレベルを測









そこで本研究では,日本代表車椅子バスケットボ (6) 情緒混乱…情緒の混乱した状態や焦 り,うろ
ール競技者男女さらに,韓国代表車椅子バスケット たえなどのレベルを測る｡ 
ボール選手を対象に心理的競技能力と心理状態を明
らかにし,競技特性を把握することを目的とした｡ )3CP(4.心理的競技能力診断検査 DI A;
(樵) トー ヨーフィジカル発行の心理的競技能力




6対象は平成 15または 1 (1) 競技意欲を高める能力 (競技意欲) 
1子代表車椅子バスケットボール選手 1名,日本女
子代表車椅子バスケットボール選手 9名,韓国男子 ④勝利意欲 
(彰忍耐力(参闘争心③自己実現
6代表車椅子バスケットボール選手 1名とした｡身
体的特徴 ,障害歴については表 1に示した｡ 集中) 
(丑自己コントロール②リラックス
表 1.日本代表選手及び韓国代表選手の身体的特徴 ③集中力 
日本男子代表 日本女子代表 韓国男子代表 (3) 自信を高める能力 (自信)
(2) 精神を安定 ･集中させる能力 (精神の安定 ･
11 9 16 
288.±42. 289.±45. 290.±42. 











32.09.7 ±1 78.±03.*5 61.83.6 ±1


















ー トの主旨を十分理解してもらい同意を得た上で実 た｡ 
施した｡アンケー ト項目は,基礎的調査項目として (2) 調査日的 ･内容の明確化
性別,年齢,身長,体重,障害名,障害部位,障害 調査においては,調査目的を明確化し誤解の






) 障害の程度,種類に応じた調査(3 (図 2)
障害の程度,種類によってそれ相応の対応を 男子代表選手 (n-ll)と女子代表選手 (n-9)
し,障害を十分理解した上での言葉遣いや態度 の POMS尺度の各下位因子の得点を比較 したとこ
などを含め,調査にあたる際に配慮した｡ ろ,全ての項目で有意な差は認められなかった ts(
































2.日本代表選手の心理的競技能力から見た性差 協調性では有意な差が認め られた (忍耐力 :£ 
(図 1) p222.5(2)- ,
自己実現 :t
031.5250<. 周 争心 :i ( )- 50<. ,p
50<.
,
,自己コントロー男子代表選手 n-ll)と女子代表選手( (n-9) p726.2(2' )- ,
の DI A尺度の各下位因子得点を比較したところ,
自己実現と自信で有意な差が認められた (自己実






,集中力 :i ( )- , 
,自信 :i( )- , 50<. ,決断力 :i 
p224.現 :i( )-	 )- ,18
一方,その他の項目では有意な差は認めら
1850<.9p,24. ,自信 :i( 5(2) - 525
0<.









意な差は認められなかった (勝利意欲 :t (

















己コントロール :i ( )= ,
～( )= , ,集中力 :f(
,リラックス :












Sn..218., , )18予測力 :i ( 311.
Sn..919.18
=












図 1.日本代表選手の心理的競技能力から見た性差 図 3.日韓国代表選手のDIPCAの比較 
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0.4nS, 2) =.0nS)7,..リラックス : i (5 18,..







(i(5 22, .5,日本代表選手が韓国代表2) -.7p < 0)
選手より ｢怒り｣に関して有意に低値であったこと
が示された｡その他の項目では有意な差は認められ
なかった (s2) =.5-15,..t(5 08 .8nS)｡
緊張 抑うつ 怒り 活動性 疲労 情緒混乱 
★P<.5
00



















































の他の因子で差が認め られなかった (図 1)｡ 
POMSでは男女ともに活動性のみ高い値の氷山型の
得点パターンを示し,性別による差は認められなか
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